
令和 7年度 全国学力・学習状況調査の結果について 

例年実施されている小学校６年生を対象に行われる全国学力・学習状況調査の結果についてお知らせし

ます。調査は「国語」「算数」「理科」「児童アンケート」の４つで、それぞれの結果を県及び全国の平均と

比較する形で報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※点線の部分が、全国・神奈川基準になります。 

 

 
 

【全体】全体の平均正答率は、全国の 66.8％に対し、65％でした。 

【成果（平均を上回っていた項目）】        【課題（平均を下回っていた項目）】 

 

 

 

 

【児童アンケート】 

 

 

 

【全体】全体の平均正答率は、全国の 58.0％に対し、56.0％でした。 

【成果（平均を上回っていた項目）】        【課題（平均を下回っていた項目）】 

 

 

 

 

【児童アンケート】 

国語 

算数 

・図表などを用いて、自分の考えが伝わるように

書き表し方を工夫することができる 

・書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで

段落をつくったり、段落相互の関係に注意した

りして、文章の構成を考えることができる 

・目的に応じて、文章と図表などを結び付けるな

どして必要な情報を見付けることができる 

・漢字を正しく使うことができるか 

国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う 

（全国平均より 6.5↓） 

 

図形領域 

・平行四辺形を作図することができる 

・角の大きさについて理解している 

計算領域 

・異分母の分数の加法の計算ができる 

・10％増量の意味を解釈できる 

算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う 

（全国平均より 3.5↓） 

 



【全体】全体の平均正答率は、全国の 57.1％に対し、50.0％でした。 

【成果（平均を上回っていた項目）】        【課題（平均を下回っていた項目）】 

 

 

 

【児童アンケート】 

 
 

 

 

【成果（平均を上回ってた項目）】     【課題（平均を下回っていた項目）】 

 

 

 

 

【成果（平均を上回ってた項目）】     【課題（平均を下回っていた項目）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理科 

 

顕微鏡の使い方を理解し、適切な像にするため

の技能がに身に付いている。 

全体的に下回っている傾向 

・生命を柱とする領域（9.1↓） 

理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う 

（全国平均より 14.1↓） 

 

生活意識 

・学校に行くのが楽しい。 

・自分には、よいところがあると思う。 

・将来の夢や目標をもっている 

・人の役に立つ人間になりたい 

学習意識 

「先生は、理解していないことやうまくできて

いないところを教えてくれる」 

・課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組

んでいる。 

・学んだことを生かし、自分の考えをまとめている。 

・分かった点や分からなかった点を見直し、次の学習

につなげている。 

 

 

分析結果・授業改善 

 【各教科の調査結果から】 

自ら学習課題を設定したり、その解決方法を考えたりしながら学びを深められている児童の割合が

少ないところに課題があります。また、学習に対する意識調査からも「学習したことが将来の役に立

つ」と感じている児童の割合も少ない傾向にあります。 
 

今後は、各教科の傾向を読み取り、苦手な部分を計画的、継続的に指導します。また、身に付けた

ことを活用する場面をつくり、学んだことが役に立ったという実感をもてる機会をつくります。 
 

【児童アンケートから】 

「学校に行くのが楽しい」「自分にはよいところがある」など、自己肯定感の高い児童が多いです。

一方で、「将来の夢や目標をもっている」「人の役に立つ人間になりたい」という項目については、平

均よりもやや低い傾向にあります。 
 

今後は、学校行事や児童会活動、総合的な学習の時間等、児童の思いや願いを大切にした授業改善

を行います。各学級においては、一人ひとりが活躍できる場面、他者から認められる場面をつくり、

目標に向かって主体的・協働的に学び合う姿勢を育てていきます。 

 


